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概要

情報科学の普及を目的とした取り組みは，様々なところで行われている．その中の１つに，小・中・高校生を対
象にした「ビーバーコンテスト」がある．その情報や過去問を確認できるビーバーコンテスト情報ページが設置さ
れている．ここでは 2014年から，過去問に加えて，その場で正誤判定が行える「チャレンジしよう！」ページが提
供されている．報告者は「チャレンジしよう!」ページに適した選択肢部分を半自動生成するシステムを試作した．

1 はじめに

1.1 ビーバーコンテストとは

1.1.1 概要

ビーバーコンテスト ([1, 2])は，日本の学年でいうと

小学 5 年生から高校 3 年生までの児童・生徒を対象と

している国際的な情報科学コンテストである．情報科学

に慣れ親しむ機会を児童・生徒，さらにはその担当教師

にも提供することを目的としている．児童・生徒に対し

ては，ビーバーコンテストの問題に取り組むことで，情

報科学の基礎概念に触れたり,コンテスト後に参加者同

士で問題の内容について議論したりすることで，情報科

学に興味を持つきっかけとなることが期待される．教師

に対しては，情報を担当している教師に情報科学を扱う

素材を提供すること，通常は情報を担当しない教員にも

情報科学に触れてもらうことなどを意図している．2004

年にリトアニアで始められた取り組みだが，2013年に

は 30カ国から約 73 万人が参加する規模のものになって

いる．日本では，情報オリンピック日本委員会 ([3])が，

2010年に試行し，2011年より開催している．

1.1.2 コンテスト内容

図 1 にコンテストで出題される問題例を示す．この

問題では，情報科学にある基本的なデータ構造のひとつ

「スタック」の概念が背景に存在するが，そのような知識

がなくても論理的に考えていくことで正答を得ることが

できる．このように，すべての問題は事前に情報科学に

関する知識がなくても正答に到達することが可能になっ

ている．しかし，情報科学に関連した背景もすべての問

題にあり，取り組むことで児童・生徒は自然に情報科学

に触れることを意図している．

図 1: 実際にコンテストで使われた問題

引用元:アイスクリーム．「ビーバーコンテスト情報」情

報ページ．http://bebras.eplang.jp/index.php?2014-ア

イスクリーム，(参照 2014-02-10)

1.1.3 出題形式

ビーバーコンテストの問題は以下の 2種類の形式で出

題される．� �
対話型

解答を選択したり文字入力するのではなく，

参加者がオブジェクトを操作することで，そ

の場で試行錯誤でき，それが解答となるもの．

非対話型

対話型ではない問題のことで、ビーバーコン

テストでは解答を選択肢から選ぶ選択肢型と，

文字列を入力し解答する文字列入力型がある．� �
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図 2: 対話型問題例

引用元:By Weight．UK Bebras.

http://uk.beverwedstrijd.nl/index.php?action=

user question&grq id=470，(参照 2014-02-10)

図 3: 対話型問題例 オブジェクトを操作でき，それが解

答となる．

引用元:By Weight．UK Bebras.

http://uk.beverwedstrijd.nl/index.php?action=

user question&grq id=470，(参照 2014-02-10)

図 4: 選択肢型問題例

引用元:Only nine keys．UK Bebras ．

http://uk.beverwedstrijd.nl/index.php?action=user

question&grq —id=597，(参照 2014-02-10)

図 5: 文字列入力型問題例

引用元:Speed Kitchen．UK Bebras ．

http://uk.beverwedstrijd.nl/index.php?action=

user question&grq —id=496，(参照 2014-02-10)

本演習では主に選択肢型問題について取り扱う．

1.1.4 展開

コンテスト後も，各国のビーバーコンテストに関する

ページで情報や過去問を確認できる．日本でも情報ペー

ジが設置されている．本演習はこの情報ページに関連す

るものである．

1.2 情報ページ

1.2.1 既存のシステム

情報ページで提供されている主な情報/コンテンテン

ツを以下に記す．
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� �
過去問ページ

年度ごとにまとめられた過去問を，自由に閲

覧できる．解答の提出機能，それに伴う正誤

判定機能を持たない．

「チャレンジしよう！」ページ

問題を閲覧でき，解答を提出し正誤判定を行

うことができる．2014年度から提供され，問

題は過去問を利用し出題されている．� �

図 6: 過去問ページ 問題文と選択肢を閲覧できる．解答

を提出することはできない

引用元:「ビーバーコンテスト」情報ページ．星の並び ．

http://bebras.eplang.jp/index.php?2014-星の並び，(参

照 2014-02-10)

図 7: 「チャレンジしよう！」ページ

引用元:「ビーバーコンテスト」情報ページ．りんごひ

ろい．http://bebras.eplang.jp/index.php?2014-りんご

ひろい，(参照 2014-02-10)

図 8: 「チャレンジしよう！」ページ 選択肢を選ぶと正

誤判定が行える

引用元:「ビーバーコンテスト」情報ページ．りんごひ

ろい．http://bebras.eplang.jp/index.php?2014-りんご

ひろい，(参照 2014-02-10)

情報ページには他にもコンテンツがあるが，本演習で

は「チャレンジしよう！」ページを対象とし，報告者は

「チャレンジしよう!」ページの選択肢部分を半自動生成

するシステムを試作した．

2 選択肢部分生成支援システムの試

作

本項では，報告者が試作した，問題点を解消した選択

肢を半自動的に生成するシステム，「選択肢部分生成支援

システム」の機能について述べる．
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図 9: 選択肢部分生成支援システム

このシステムは選択肢を入力すると，そのまま問題

に使用できる選択肢として必要な，HTML ファイル，

JavaScriptファイル，画像ファイルをまとめた zip形式

で出力するというシステムである．システムの試作に際

し，言語は HTML5と JavaScriptを使用し，今後，情

報ページでの使用を想定して，ブラウザベースで試作し

た．選択肢部分生成支援システムの下部にあるファイル

名と選択肢の入力欄に任意の文字列を入力し選択肢を生

成する．初期設定では選択肢 1が正答として設定されて

いるが，選択肢入力欄の左隣のボタンを選択することで，

正答の選択肢を設定することもできる．

図 10: 選択肢を生成する際の入力例

図 11: 選択肢を生成する際の出力例

ビーバーコンテストの選択型問題には，文字列が選択

肢の場合と，画像が選択肢になっている場合がある．そ

のため選択肢部分生成支援システム下部の「選択肢を画

像にする」項目を選択することで，画像を選択肢にする

ことも可能となっている．

図 12: 選択肢が画像の場合の入力例

図 13: 選択肢が画像の場合の出力例

この他の機能として，問題を開く度に選択肢の順序を

変更する機能，選択肢数を必要に応じて増減する機能，

選択肢の完成品を事前に確認できるプレビュー機能，第

一に想定している思惑では問題文を必要としてはいない

が，問題文を作成することが出来る機能を実装している．

図 14: 問題文を作成する場合の入力例

引用元:http://bebras.eplang.jp/index.php?2014-アイ

スクリーム，(参照 2014-02-10)
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図 15: 問題文を作成する場合の出力例

引用元:http://bebras.eplang.jp/index.php?2014-アイ

スクリーム，(参照 2014-02-10)

3 終わりに
報告者は本演習で試作した選択肢部分生成支援システ

ムを使用して，実際に「チャレンジしよう！」サイトを

試作した．サイトの自動生成は今後の課題である．また，

ビーバーコンテストの非対話型問題には文字列入力型も

あり，その対応も今後の課題として挙げられる．
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